
清
原
優
太
㈱
み
か
ん
代
表
取
締
役
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

み
か
ん
の
生
産・流
通・消
費
の
懸
け
橋
に（
広
報
・
調
査
部
）

スマートフォンを用いた土壌分析
ツールを開発
（営農・技術センター肥料研究室）

香港ＥＣサイト「ＪＡ ｓｈｏｐ ＨＫ」
日本産食材サポーター店認定（輸出対策部）

事業承継ブック部会版を発行
（耕種総合対策部）

お弁当レシピコンテスト 入賞作品を
発表（広報・調査部）

キャンプ向け「Camp Rice for Solo
Camper」を発売（岡山県本部）

直営店「匠味」シェフの料理レシピを
YouTubeで配信（岐阜県本部）

ＪＡタウンショップ紹介
　ＪＡなんすん（静岡県）

6-7面

Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/
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5
面

8

Web
限定

第４８回山梨県肉畜鶏卵共進会
（肉牛の部）を開催（山梨県本部）

全農の食の応援団「虹のコンキスタドール」
のYouTube番組「全農 presents届け！
ファンファーム」第３話放送！（広報・調査部）

2

3

ＪＡ全農 令和元年度事業報告の概要（４-５面）

ＪＡ全農 令和元年度事業報告の概要

2020 8.17vol.933

みかんへの思いを熱く語る清原優太さん（6-7面）

岐阜県本部の直営店「匠味」のシェフが料
理レシピをYouTubeで配信（８面）

香港

『ＪＡ全農ウィークリー』の
ツイッターはこちらから

（経営企画部）



News!

News!

スマートフォンを用いた土壌分析ツールを開発

香港ＥＣサイト「ＪＡ ｓｈｏｐ ＨＫ」　日本産食材サポーター店認定

7 月から発売スタート

日本産農畜産物の輸出拡大を促進

営農・技術センター肥料研究室

輸出対策部

　
営
農
・
技
術
セ
ン
タ
ー
肥
料
研
究
室
は
、農
大
式
簡
易
土
壌
分
析
試

験
紙「
み
ど
り
く
ん
Ⓡ
」と
試
験
紙
の
色
を
1
秒
足
ら
ず
で
ス
キ
ャ
ン
す

る
簡
易
測
色
ツ
ー
ル「
P
i
c
o
（
ピ
コ
）」を
組
み
合
わ
せ
、誰
で
も

手
軽
に
安
定
し
た
分
析
値
が
得
ら
れ
る
土
壌
分
析
ツ
ー
ル「
ス
マ
ー
ト 

み
ど
り
く
ん
Ⓡ
」を
開
発
、7
月
か
ら
発
売
を
始
め
ま
し
た
。

　
全
農
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
香
港
㈱
は
、独
自
E
C
サ
イ
ト
を
活
用

し
て
日
本
産
農
産
物
の
販
売
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、こ
の
ほ
ど
、

農
林
水
産
省
の「
日
本
産
食
材
サ
ポ
ー
タ
ー
店
」に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　「
ス
マ
ー
ト 

み
ど
り
く
ん
Ⓡ
」

は
、
土
壌
懸
濁
液
に「
み
ど
り

く
ん
Ⓡ
」を
浸
し
て
発
色
さ
せ
、

「
P
i
c
o
」で
測
色
す
る
と
、

測
定
結
果
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
専
用
ア
プ
リ
で
数
値
化
さ
れ

　
こ
の
サ
ポ
ー
タ
ー
店
制
度
は
、

日
本
産
農
林
水
産
物
・
食
品
の

海
外
需
要
を
拡
大
し
輸
出
促
進

を
図
る
た
め
、
日
本
産
食
材
を

積
極
的
に
使
用
す
る
海
外
の
飲

ま
す
。今
ま
で
は
発
色
具
合
を
目

視
で
判
断
し
て
分
析
値
を
判
定

し
て
い
ま
し
た
が
、「
P
i
c
o
」

を
使
用
す
る
こ
と
で
微
妙
な
色

の
違
い
を
瞬
時
に
数
値
化
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
分
析
項

目
は
硝
酸
態
窒
素
、

p
H
、水
溶
性
リ
ン

酸
、
水
溶
性
加
里
の

4
種
類
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
営
農
・
技
術
セ
ン

タ
ー
肥
料
研
究
室
で

は
、
今
後
も
新
た
な

ツ
ー
ル
の
運
用
を
通

じ
て
、
生
産
者
の
健

康
な
土
づ
く
り
を
支

援
し
て
い
き
ま
す
。

食
店
や
小
売
店
が
認
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
香
港
で
は
、
特
に
果
物
の
人

気
が
高
く
、メ
ロ
ン
、桃
、ス
イ

カ
な
ど
の
販
売
が
好
調
で
す
。

ま
た
、日
本
産
の
卵

や
米
、輸
出
専
用
の

「
日
本
酒
Z
─
1
」

な
ど
も
販
売
し
て

い
ま
す
。独
自
E
C

サ
イ
ト
は
消
費
者

と
直
接
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取

れ
る
非
常
に
良
い

機
会
で
あ
り
、
い

ろ
い
ろ
な
テ
ス
ト

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

の
場
と
し
て
も
活

用
し
て
い
ま
す
。

　
全
農
は
海
外
拠

点
の
現
地
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
を
通
じ

て
、
日
本
産
農
畜

産
物
の
輸
出
拡
大

を
一
層
強
化
し
て

い
き
ま
す
。

販
売
を
始
め
た
土
壌
分
析
ツ
ー
ル一
式

日本産食材サポーター店に認定された全農インター
ナショナル香港（マーティECエグゼクティブ＝左＝と
アンソニー青果部長）

日本産食材サポーター店の
認定証

香 港

お問い合わせ先は
こちら

【メール】

zz_zk_sumamidori
@zennoh.or.jp
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News!

News!

お弁当レシピコンテスト 入賞作品を発表

事業承継ブック部会版を発行

全国の小学生から 248 作品の応募

部会組織の承継を支援

広報・調査部

耕種総合対策部

　
国
産
の
牛
肉
と
牛
乳
の
消
費
拡
大
と
、小
学
生
の
自
主
性
や
料
理
体

験
を
後
押
し
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
し
た「
国
産
の
牛
肉
と
牛

乳
を
使
っ
た
お
弁
当
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
」（
小
学
生
対
象
、5
月
1
日

〜
6
月
20
日
開
催
）の
入
賞
作
品
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
耕
種
総
合
対
策
部
は
、部
会
に
お
け
る
事
業
承
継
支
援
ツ
ー
ル
と
し

て
、事
業
承
継
ブ
ッ
ク
部
会
版「
事
業
承
継
ブ
ッ
ク
〜
産
地
全
体
の
話

し
合
い
の
き
っ
か
け
に
〜
」を
発
行
し
ま
し
た
。

　
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
全
国
の
小

学
生
か
ら
2
4
8
作
品
の
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。
力
作
ぞ
ろ
い

で
、
レ
シ
ピ
や
写
真
か
ら
思
い

を
込
め
て
一
生
懸
命
作
っ
た
こ

と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。審
査

は
、工
夫
、作
り
や
す
さ
、見
た

目
、味
を
基
準
に
行
い
ま
し
た
。

　
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
の
は
、

　
世
代
交
代
が
進
む
農
業
界
で

の
重
要
課
題
で
あ
る「
事
業
承

継
」の
支
援
に
向
け
、平
成
29
年

1
月
に
発
行
し
た「
事
業
承
継

田
上
誉
莉
さ
ん（
熊
本
県
・
小

5
）の「
あ
つ
ま
れ
わ
た
し
の
好

き
な
物

 

弁
当
」。牛
肉
は「
牛

肉
と
人
参
の
く
る
く
る
巻
き
」、

牛
乳
は「
た
ま
ご
焼
き
」と「
か

ぼ
ち
ゃ
サ
ラ
ダ
」に
使
用
し
て

い
ま
す
。そ
の
他
、優
秀
賞
2
作

品
、
特
別
賞
7
作
品
が
選
ば
れ

ま
し
た
。
入
賞
者
へ
は
副
賞
と

し
て
、和
牛
と
牛
乳
・
乳

製
品
セ
ッ
ト
な
ど
を
贈
呈

し
ま
す
。
ま
た
、
最
優
秀

賞
と
優
秀
賞
の
作
品
は
、

全
農
親
子
料
理
教
室
の
メ

ニ
ュ
ー
に
採
用
し
ま
す
。

主
催
：
C
P
M
生
活
者
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
株
式
会

社

協
賛
：
全
国
農
業
協
同
組
合

連
合
会

ブ
ッ
ク
親
子
版
」を
は
じ
め
、「
事

業
承
継
ブ
ッ
ク
集
落
営
農
版
」

「
ハ
ッ
ピ
ー
リ
タ
イ
ア
ブ
ッ
ク
」

を
発
行
し
、
全
国
の「
T
A
C
」

を
通
じ
て
事
業
承
継
の
支
援

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く

中
で
、「
産
地
全
体
で
世
代
を

超
え
た
将
来
の
話
し
合
い
の

実
践
を
支
援
し
て
ほ
し
い
」

「
産
地
の
維
持
の
た
め
部
会
版

の
事
業
承
継
ブ
ッ
ク
を
作
成

し
て
ほ
し
い
」と
い
っ
た
声
が

多
数
寄
せ
ら
れ
、
こ
れ
ら
の

声
に
応
え
る
た
め
部
会
版
を

発
行
し
ま
し
た
。

　
こ
の
冊
子
は
、
県
域
組
織

を
通
じ
て
全
国
の
J
A
や

関
係
機
関
な
ど
に
配
布
し
、

T
A
C
の
訪
問
活
動
な
ど
を

通
じ
て
支
援
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

最
優
秀
賞
に
輝
い
た「
あ
つ
ま
れ
わ
た
し
の

好
き
な
物

 

弁
当
」

事業承継ブック部会版「事業承継ブック～産地全体の話し合い
のきっかけに～」の概要

入賞した10作品
はこちらから
ご覧ください

事業承継ブック
はこちらから
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JA全農 令和元年度事業報告の概要

事業概況
　令和元年度は、自己改革の加速化に加え、3か年計画（令和元
年度～3年度）の5つの最重点事業施策（①生産基盤の確立、②食
のトップブランドとしての地位の確立、③元気な地域社会づくりへの
支援、④海外戦略の構築、⑤JAへの支援強化）の実践を、本会グ
ループが一丸となり、すすめました。

経営収支
科　目

事業総利益
（うち粗収益・原料収益）

事業管理費
事業利益

その他経常損益
経常利益
特別損益

税引前当期利益
法人税・住民税および事業税

法人税等調整額
当期剰余金

当期首繰越剰余金
積立金取崩額
当期未処分剰余金

91,227
84,564
91,731
△ 504
8,374
7,870
△ 520
7,350

350
1,000
6,000
2,300

800
9,100

88,635
82,249
93,126
△ 4,491

11,897
7,406

△ 2,725
4,680

318
3,889

471
2,335
2,686
5,493

91,272
84,150
94,493
△ 3,221

11,376
8,154

△ 2,066
6,087

324
1,575
4,187
2,272
1,946
8,406

△2,592
△2,315

1,394
△3,987

3,522
△464
△2,205
△2,669
△31

2,889
△5,528

35
1,886

△3,606

△2,636
△1,901
△1,367
△1,269

521
△748
△659
△1,407
△6

2,314
△3,715

62
740

△2,912

元年度
計 画

元年度
実  績

30年度
実  績 計画差 前年差

（単位：百万円）

経営概況
　青果物および畜産物相場の低下や燃料価格の低迷などにより、取扱高は計画4兆6676億
円に対して実績4兆4768億円と、計画比96％となりました。
　経常利益は、受取配当金の増加などにより、その他経常損益が計画を上回り、計画78億
7000万円に対して実績74億600万円となりました。　　　　　　　　　　　　　　

取扱高
科　目

供給
販売

供給・販売計
原料供給
合計

〈事業別内訳〉
米穀農産事業
園芸事業

営農・生産資材事業
畜産事業
生活関連事業
合計

13,252
29,025
42,276

4,400
46,676

7,203
12,059

8,077
10,665

8,672
46,676

12,631
27,801
40,432

4,336
44,768

7,094
10,987

7,870
10,364

8,453
44,768

13,428
28,159
41,587

4,338
45,925

6,932
11,288

8,054
10,462

9,190
45,925

95
96
96
99
96

98
91
97
97
97
96

94
99
97

100
97

102
97
98
99
92
97

元年度
計 画

元年度
実  績

30年度
実  績 計画比 前年比

（単位：億円、％）

生産基盤の確立
○パートナー企業と連携した農作業受委託や、県域JA等と連携した広域の
協議会設立などによる労働力支援の実践

○新規就農者研修事業やJA等との実践型研修農場の運営による新規就農
者の育成

○営農管理・農作業の効率化に向けた、農業ＩＣＴ等の革新的な技術や低コ
スト栽培に資する資材の導入・普及

○生産者の出荷作業軽減等に対応した米・青果物の広域集出荷施設の整
備、および農薬等の農家戸配送業務の受託などによる物流合理化

○営農コスト削減に向けた、肥料の銘柄集約や段ボールの規格集約、およ
び農薬担い手直送規格、共同購入トラクター、配合飼料等の供給拡大

新
規
就
農
者
を
育
成
す
る

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ァ
ー
ム
広
島
」

キ
ュ
ウ
リ
の
大
規
模
多
収
栽
培
実

証
施
設「
ゆ
め
フ
ァ
ー
ム
全
農
S
A

G
A
」

食のトップブランドとしての地位の確立
○「全農グループＭＤ部会」等を通じた、コンビニエンスストアや量販店、食品
メーカー等との新たな商品開発
○本会グループ会社との共同営業や販売体制の整備
○加工・業務用ニーズに対応した米・青果物の契約栽培や作付提案等を通
じた農産物の取扱拡大
○実需者への直接販売の拡大に向けた、米の事前契約の拡充や青果物の
パッケージ・冷蔵機能を備えた施設整備・活用

○オンラインショップ「ＪＡタウン」等のｅコマース事業の強化や「みのりみのる」
店舗など中食・外食事業の展開

カ
ボ
チ
ャ
の
契
約
栽
培
農
場

Ｊ
Ａ
タ
ウ
ン
の
サ
イ
ト

元気な地域社会づくりへの支援
○地域のくらし支援・活性化に向けた、ＪＡ生活店舗の業態転換や直売所を
併設した大型Ａコープ店舗の出店

○農家の空き家等を活用した農泊のマニュアル作成やポータルサイトの開設
など、農泊事業モデルの開発

○ホームエネルギー事業における組合員家庭用電力供給の開始
○石油供給体制維持に向けた地域マスタープランにもとづくセルフＳＳの整備
○ＬＰガスの保安確保に向けたガスキャッチの普及拡大

Ｊ
Ａ
農
産
物
直
売
所
が一
体

と
な
っ
た「
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
マ
ー

ズ 

野
田
宿
店
」

農
泊
で
収
穫
体
験
を

す
る
親
子

海外戦略の構築
○重点７か国を中心とする輸出拡大に向けた、輸出用産地や業務用販路の拡充
○香港でのｅコマース自社サイトの開設や、台湾での日本産農畜産物直売所の設
置など消費者接近型事業の展開

○輸出拡大が見込まれる中国での営業拠点の設置決定
○香港における現地ニーズに応じた鶏卵の輸出拡大や、中東向け国産和牛の供給体制の確立
○出資や長期契約などによる、肥料原料の安定調達、および米国・ブラジル・カナダでの飼料穀物の安定確保

台
湾
に
設
置
し
た
日
本
産
農
畜

産
物
直
売
所「
じ
ゃ
じ
ゃ
」

JAへの支援強化
○専任部署の新設と、「経済事業強化メニュー」にもとづくＪＡ経済事業収支改善
への支援

○他連等と連携した「見える化プログラム」の導入および活用による改善提案
○県域ＪＡが取り組む事業改革プロジェクト等への参画、および改善計画の策定・
実践に向けた現場での支援と所得増大の実証

○「農家手取り最大化モデル55ＪＡ」の取組成果を活用した農家手取り最大化実践メニューの水平展開と所得増大の実証
○産地インフラの整備・再編支援に向けた共同利用施設の収支改善の提案

Ｊ
Ａ
支
援
全
国
Ｔ
Ｖ
会
議
の
様
子

令和元年度事業報告の
動画はこちら
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JA全農 令和元年度事業報告の概要

事業概況
　令和元年度は、自己改革の加速化に加え、3か年計画（令和元
年度～3年度）の5つの最重点事業施策（①生産基盤の確立、②食
のトップブランドとしての地位の確立、③元気な地域社会づくりへの
支援、④海外戦略の構築、⑤JAへの支援強化）の実践を、本会グ
ループが一丸となり、すすめました。

経営収支
科　目

事業総利益
（うち粗収益・原料収益）

事業管理費
事業利益

その他経常損益
経常利益
特別損益

税引前当期利益
法人税・住民税および事業税

法人税等調整額
当期剰余金

当期首繰越剰余金
積立金取崩額
当期未処分剰余金

91,227
84,564
91,731
△ 504
8,374
7,870
△ 520
7,350

350
1,000
6,000
2,300

800
9,100

88,635
82,249
93,126
△ 4,491

11,897
7,406

△ 2,725
4,680

318
3,889

471
2,335
2,686
5,493

91,272
84,150
94,493
△ 3,221

11,376
8,154

△ 2,066
6,087

324
1,575
4,187
2,272
1,946
8,406

△2,592
△2,315

1,394
△3,987

3,522
△464
△2,205
△2,669
△31

2,889
△5,528

35
1,886

△3,606

△2,636
△1,901
△1,367
△1,269

521
△748
△659
△1,407
△6

2,314
△3,715

62
740

△2,912

元年度
計 画

元年度
実  績

30年度
実  績 計画差 前年差

（単位：百万円）

経営概況
　青果物および畜産物相場の低下や燃料価格の低迷などにより、取扱高は計画4兆6676億
円に対して実績4兆4768億円と、計画比96％となりました。
　経常利益は、受取配当金の増加などにより、その他経常損益が計画を上回り、計画78億
7000万円に対して実績74億600万円となりました。　　　　　　　　　　　　　　

取扱高
科　目

供給
販売

供給・販売計
原料供給
合計

〈事業別内訳〉
米穀農産事業
園芸事業

営農・生産資材事業
畜産事業
生活関連事業
合計

13,252
29,025
42,276

4,400
46,676

7,203
12,059

8,077
10,665

8,672
46,676

12,631
27,801
40,432

4,336
44,768

7,094
10,987

7,870
10,364

8,453
44,768

13,428
28,159
41,587

4,338
45,925

6,932
11,288

8,054
10,462

9,190
45,925

95
96
96
99
96

98
91
97
97
97
96

94
99
97

100
97

102
97
98
99
92
97

元年度
計 画

元年度
実  績

30年度
実  績 計画比 前年比

（単位：億円、％）

生産基盤の確立
○パートナー企業と連携した農作業受委託や、県域JA等と連携した広域の
協議会設立などによる労働力支援の実践

○新規就農者研修事業やJA等との実践型研修農場の運営による新規就農
者の育成

○営農管理・農作業の効率化に向けた、農業ＩＣＴ等の革新的な技術や低コ
スト栽培に資する資材の導入・普及

○生産者の出荷作業軽減等に対応した米・青果物の広域集出荷施設の整
備、および農薬等の農家戸配送業務の受託などによる物流合理化

○営農コスト削減に向けた、肥料の銘柄集約や段ボールの規格集約、およ
び農薬担い手直送規格、共同購入トラクター、配合飼料等の供給拡大

新
規
就
農
者
を
育
成
す
る

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ァ
ー
ム
広
島
」

キ
ュ
ウ
リ
の
大
規
模
多
収
栽
培
実

証
施
設「
ゆ
め
フ
ァ
ー
ム
全
農
S
A

G
A
」

食のトップブランドとしての地位の確立
○「全農グループＭＤ部会」等を通じた、コンビニエンスストアや量販店、食品
メーカー等との新たな商品開発
○本会グループ会社との共同営業や販売体制の整備
○加工・業務用ニーズに対応した米・青果物の契約栽培や作付提案等を通
じた農産物の取扱拡大
○実需者への直接販売の拡大に向けた、米の事前契約の拡充や青果物の
パッケージ・冷蔵機能を備えた施設整備・活用

○オンラインショップ「ＪＡタウン」等のｅコマース事業の強化や「みのりみのる」
店舗など中食・外食事業の展開

カ
ボ
チ
ャ
の
契
約
栽
培
農
場

Ｊ
Ａ
タ
ウ
ン
の
サ
イ
ト

元気な地域社会づくりへの支援
○地域のくらし支援・活性化に向けた、ＪＡ生活店舗の業態転換や直売所を
併設した大型Ａコープ店舗の出店

○農家の空き家等を活用した農泊のマニュアル作成やポータルサイトの開設
など、農泊事業モデルの開発

○ホームエネルギー事業における組合員家庭用電力供給の開始
○石油供給体制維持に向けた地域マスタープランにもとづくセルフＳＳの整備
○ＬＰガスの保安確保に向けたガスキャッチの普及拡大

Ｊ
Ａ
農
産
物
直
売
所
が一
体

と
な
っ
た「
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
マ
ー

ズ 

野
田
宿
店
」

農
泊
で
収
穫
体
験
を

す
る
親
子

海外戦略の構築
○重点７か国を中心とする輸出拡大に向けた、輸出用産地や業務用販路の拡充
○香港でのｅコマース自社サイトの開設や、台湾での日本産農畜産物直売所の設
置など消費者接近型事業の展開

○輸出拡大が見込まれる中国での営業拠点の設置決定
○香港における現地ニーズに応じた鶏卵の輸出拡大や、中東向け国産和牛の供給体制の確立
○出資や長期契約などによる、肥料原料の安定調達、および米国・ブラジル・カナダでの飼料穀物の安定確保

台
湾
に
設
置
し
た
日
本
産
農
畜

産
物
直
売
所「
じ
ゃ
じ
ゃ
」

JAへの支援強化
○専任部署の新設と、「経済事業強化メニュー」にもとづくＪＡ経済事業収支改善
への支援

○他連等と連携した「見える化プログラム」の導入および活用による改善提案
○県域ＪＡが取り組む事業改革プロジェクト等への参画、および改善計画の策定・
実践に向けた現場での支援と所得増大の実証

○「農家手取り最大化モデル55ＪＡ」の取組成果を活用した農家手取り最大化実践メニューの水平展開と所得増大の実証
○産地インフラの整備・再編支援に向けた共同利用施設の収支改善の提案

Ｊ
Ａ
支
援
全
国
Ｔ
Ｖ
会
議
の
様
子

令和元年度事業報告の
動画はこちら
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み
か
ん
は
、
生
ま
れ
つ
き
好
き
で

す
。
常
に
み
か
ん
が
家
に
あ
る
環
境

に
あ
り
ま
し
た
。
実
は
僕
、
生
ま
れ

て
何
カ
月
か
ぐ
ら
い
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

に
行
き
ま
し
て
、
そ
の
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
で
、
初
め
て
し
ゃ
べ
っ
た
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
語
が
オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ー
ス
だ
っ
た

み
た
い
で
す
。
そ
れ
だ
け
柑
橘
は
生

ま
れ
た
と
き
か
ら
好
き
で
、
そ
の
中

で
も
み
か
ん
が
好
き
で
し
た
。

　
み
か
ん
が
好
き
だ
っ
た
の
で
、
大

学
に
入
っ
た
ら
、
み
か
ん
サ
ー
ク
ル

を
つ
く
り
た
い
な
と
思
い
、
ネ
ッ
ト

で
呼
び
掛
け
ま
し
た
。
み
か
ん
に
関

し
て
、
い
ろ
い
ろ
調
べ
て
い
た
ら
、

ど
う
や
ら
日
本
の
み
か
ん
の
消
費
量

が
7
割
減
と
い
う
事
実
に
気
づ
い

て
、
そ
こ
で
日
本
の
み
か
ん
の
消
費

量
を
増
や
す
と
い
う
の
を
理
念
に

大
々
的
に
掲
げ
た
ら
、
さ
ら
に
人
が

集
ま
っ
て
消
費
量
を
増
や
す
サ
ー
ク

ル
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
日
本
の
み
か
ん
の
消
費
量
を
増
や

す
ん
だ
と
い
う
と
き
に
、
話
題
を
巻

き
起
こ
す
活
動
で
あ
っ
た
り
、
メ
ン

バ
ー
自
身
が
楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ
、

そ
れ
を
発
信
す
る
活
動
で
あ
っ
た

り
、
そ
れ
で
全
て
の
産
地
を
応
援
す

る
と
い
う
。
例
え
ば
、
佐
賀
県
の
太

良
町
と
い
う
と
こ
ろ
と
連
携
し
て
、

太
良
町
の
み
か
ん
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

の
コ
ン
ペ
を
や
っ
た
り
だ
と
か
、
あ
と

は
学
園
祭
で
蛇
口
か
ら
み
か
ん

ジ
ュ
ー
ス
が
出
る
装
置
を
置
い
た
り

だ
と
か
、
J
T
B
さ
ん
と
連
携
し
て

小
田
原
で
み
か
ん
列
車
を
走
ら
せ
た

り
、
そ
う
い
う
企
画
を
動
か
す
活
動

で
す
ね
。
格
好
よ
く
い
う
と
、
み
か

ん
の
広
報
企
画
み
た
い
な
活
動
で

す
。
そ
れ
以
外
に
も
、
夏
合
宿
と
か

で
産
地
の
現
場
に
行
っ
て
摘
花
の
お

手
伝
い
を
し
た
り
、
そ
れ
以
外
に
も

個
々
人
が
お
手
伝
い
に
行
っ
た
り
し

ま
し
た
。

　
み
か
ん
に
ず
っ
と
関
わ
っ
て
い
き
た

い
と
い
う
思
い
と
、
自
分
が
今
後
、

み
か
ん
を
よ
り
極
め
て
い
く
団
体
と

い
う
か
、
法
人
格
と
し
て
会
社
を

持
っ
て
お
こ
う
み
た
い
な
形
で
2
0

1
6
年
5
月
に「
株
式
会
社
み
か
ん
」

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
株
式
会
社
み
か
ん
で
や
っ
て
い
た

の
は
、
日
本
み
か
ん
サ
ミ
ッ
ト
で
す
。

全
国
の
み
か
ん
産
地
を
回
る
う
ち

に
、
産
地
は
当
然
ラ
イ
バ
ル
関
係
が

あ
っ
て
し
か
る
べ
き
も
の
だ
と
思
う

の
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
だ
け
消
費

が
減
っ
て
い
る
し
、
生
産
面
も
高
齢

化
と
か
、人
手
不
足
と
か
あ
る
中
で
、

も
っ
と
連
携
協
調
で
き
る
こ
と
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

農
家
さ
ん
は
忙
し
い
か
ら
、
な
か
な

か
出
掛
け
て
い
け
な
く
て
、
そ
う
し

た
産
地
の
つ
な
ぎ
役
と
い
う
の
が
必

要
な
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
、

2
0
1
6
年
9
月
に
鹿
児
島
の
長

島
町
で
第
1
回
日
本
み
か
ん
サ
ミ
ッ

ト
を
開
き
ま
し
た
。

　
1
回
目
は
産
地
を
つ
な
ぐ
ん
だ
ぐ

ら
い
に
思
っ
て
い
た
の
で
す
け
れ
ど

も
、
2
回
目（
17
年
9
月
、
和
歌

山
県
湯
浅
町
）に
な
っ
て
、
よ
く
よ

く
考
え
て
み
る
と
結
構
研
究
者
も
い

み
か
ん
の
生
産
・
流
通
・
消
費
の
懸
け
橋
に

る
し
、
市
場
の
人
も
い
る
し
、
小
売

店
、
果
物
専
門
店
も
い
る
し
、
消

費
者
も
い
る
し
、
そ
う
い
う
産
業
と

し
て
の
構
造
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が一堂

に
会
す
る
場
と
し
て
2
回
目
を
や
り

ま
し
た
。
今
年
5
月
に
3
回
目
を

愛
媛
県
宇
和
島
で
開
く
予
定
で
し

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
で
、
8
月
末
に
延
期
し
オ
ン
ラ

イ
ン
で
行
い
ま
す
。

　
今
、「
サ
ー
ド
ウ
ェ
ー
ブ（
第
3
の

波
）み
か
ん
」み
た
い
な
概
念
を
提
唱

し
て
い
ま
す
。
柑
橘
は
す
ご
く
多
様

だ
と
思
っ
て
い
て
、
品
種
が
あ
り
、

産
地
が
あ
り
、
味
が
あ
る
の
に
、
そ

れ
が
全
然
伝
わ
っ
て
い
な
い
と
い
う
の

は
す
ご
く
も
っ
た
い
な
い
な
と
。

フ
ァ
ー
ス
ト
ウ
ェ
ー
ブ
が
柑
橘
栽
培

の
産
地
化（
J
A
の
産
地
化
）で
国

内
の
代
表
的
果
物
の
地
位
を
確
立

し
た
時
代
、
次
は
光
セ
ン
サ
ー
が
導

入
さ
れ
て
、
糖
度
と
い
う
軸
で
安
定

し
た
供
給
が
可
能
に
な
っ
た
時
代
。

次
は
糖
度
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
甘
い
、

酸
っ
ぱ
い
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
だ
ろ
う

し
、
品
種
だ
と
か
、
自
分
の
推
し
品

種
だ
と
か
、
推
し
農
家
さ
ん
と
か
、

推
し
産
地
だ
と
か
、
そ
う
い
う
多
様

な
軸
と
い
う
の
が
伝
わ
る
時
代
が
来

て
も
い
い
の
で
は
な
い
の
か
な
と
い
う

の
を
、「
サ
ー
ド
ウ
ェ
ー
ブ
み
か
ん
」

と
し
て
い
ま
す
。

　
柑
橘
の
多
様
性
を
伝
え
た
い
、
直

近
で
何
を
や
っ
て
い
く
か
。「
香
酸
柑

橘
サ
ミ
ッ
ト
」が
あ
る
な
と
思
っ
て
い

ま
す
。
香
酸
柑
橘
は
、
あ
ま
り
表

に
出
て
い
な
い
け
ど
、
味
が
違
う
し
、

例
え
ば
山
口
の「
長
門
ゆ
ず
き
ち
」

と
か
、
宮
崎
の「
へ
べ
す
」だ
と
か
、

あ
と
有
名
な
の
は「
す
だ
ち
」と
か

「
か
ぼ
す
」と
か
で
す
よ
ね
。
そ
れ
が

今
、
こ
れ
だ
け
レ
モ
ン
ブ
ー
ム
が
来
て

い
る
中
、
地
ビ
ー
ル
と
か
が
来
て
い

る
中
で
、
ち
ょ
っ
と
火
が
付
け
ば
い

く
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま

す
。
完
全
に
消
費
者
向
け
な
の
で
す

け
れ
ど
、
こ
れ
に
特
化
し
た
サ
ミ
ッ

ト
を
、
今
年
10
月
上
旬
に
計
画
し

て
い
ま
す
。

　
や
り
た
い
こ
と
は
い
ろ
い
ろ
あ
る

の
で
す
け
れ
ど
、
長
期
的
に
は
柑
橘

産
業
で
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
の
ゼ
ス
プ

リ
み
た
い
な
会
社
に
し
た
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。
産
地
と
い
う
の
は
、

僕
は
決
し
て
否
定
す
る
も
の
で
は
な

い
の
で
す
が
、
産
地
横
断
的
な
ブ
ラ

ン
ド
と
い
う
の
は
、
も
し
か
し
た
ら

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

て
、
み
か
ん
と
い
う
軸
で
、
全
国
の

産
地
共
通
で
ブ
ラ
ン
ド
、
全
国
の
い

ろ
ん
な
産
地
か
ら
出
荷
い
た
だ
い
て
、

そ
れ
を一
つ
の
ブ
ラ
ン
ド
に
ま
と
め
上

げ
る
み
た
い
な
こ
と
を
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
柑
橘
に
限
ら
ず
で
す
が
例
え
ば
、

香
酸
柑
橘
も
、「
か
ぼ
す
」「
す
だ
ち
」

の
違
い
が
あ
ま
り
分
か
っ
て
い
な
い
人

が
多
い
と
思
っ
て
い
て
。と
い
う
の
は
、

「
す
だ
ち
」は
徳
島
が
や
っ
て
、「
か
ぼ

す
」は
大
分
で
や
る
み
た
い
な
、
横

軸
が
な
か
っ
た
と
い
う
と
き
に
、
産

地
リ
レ
ー
を
し
た
ら
旬
の
物
が
出
せ

ま
す
し
、Ｊ
Ａ
さ
ん
と
一緒
に
統
一
的

な
基
準
を
作
っ
て
い
っ
て
、
全
国
の

こ
の
基
準
に
該
当
す
る
物
を
全
国
の

産
地
か
ら
リ
レ
ー
で
出
し
て
い
た
だ

く
み
た
い
な
の
は
、
あ
り
得
そ
う
だ

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
方
が
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

面
で
も
強
い
し
、
い
ろ
ん
な
物
を
、

旬
の
物
を
し
っ
か
り
出
せ
る
と
い
う

の
は
面
白
い
の
で
は
な
い
か
な
と
思
っ

て
、
そ
の
方
向
に
ち
ょ
っ
と
ひ
ね
り

た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

み
か
ん
に
人
生
を
捧
ぐ

さ
ん
㈱
み
か
ん
代
表
取
締
役

清
原
優
太

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　日本みかんサミットオンライン実行委員会
は8 月23 ～28日の6日間、「コロナ時代の
柑橘産業を考える」をテーマにオンラインで
パネルディスカッションを行います。
　オンラインサミットは午後 7 時から約1時
間30分。日替わりで①消費②産地③経営
④生産者⑤流通販売⑥人材確保―― の
テーマで、生産者・JA・団体、流通・加工・
販売など業界、研究者、消費者などがパネ
ルディスカッションを行います。

8月23～28日
「日本みかんサミットオンライン」

開催

き
よ
は
ら
・
ゆ
う
た
　
1
9
9
3
年
、
東
京

都
生
ま
れ
。
父
親
の
転
勤
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

米
国
で
暮
ら
す
。
東
京
大
学
経
済
学
部
在
学

中
の
2
0
1
4
年
１
月
に「
東
大
み
か
ん
愛
好

会
」を
立
ち
上
げ
、
減
少
し
て
い
る
み
か
ん
の
消

費
を
増
や
す
こ
と
を
理
念
に
活
動
を
始
め
る
。

16
年
5
月
に「
株
式
会
社
み
か
ん
」設
立
、
代

表
取
締
役
。

み
か
ん
大
好
き
人
間
が

サ
ー
ク
ル
、会
社
設
立

　
日
本
人
の
食
卓
に
欠
か
せ
な
い「
み
か
ん
」。み
か
ん
に
魅
せ
ら
れ
、「
株
式
会
社
み
か
ん
」を
起
業
し
、

「
日
本
み
か
ん
サ
ミ
ッ
ト
」も
主
催
す
る
清
原
優
太
さ
ん
に
、
会
社
の
こ
と
、
み
か
ん
サ
ミ
ッ
ト
の
こ
と
、

み
か
ん
へ
の
思
い
な
ど
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【
広
報
・
調
査
部
】

産
地
、流
通
、消
費
者
な
ど

多
く
の
人
を
結
ぶ
サ
ミ
ッ
ト

産
地
横
断
ブ
ラ
ン
ド
で

リ
レ
ー
出
荷
も
構
想
に か

ん
き
つ

視聴、参加申し込み、
問い合わせはこちら
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み
か
ん
は
、
生
ま
れ
つ
き
好
き
で

す
。
常
に
み
か
ん
が
家
に
あ
る
環
境

に
あ
り
ま
し
た
。
実
は
僕
、
生
ま
れ

て
何
カ
月
か
ぐ
ら
い
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

に
行
き
ま
し
て
、
そ
の
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
で
、
初
め
て
し
ゃ
べ
っ
た
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
語
が
オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ー
ス
だ
っ
た

み
た
い
で
す
。
そ
れ
だ
け
柑
橘
は
生

ま
れ
た
と
き
か
ら
好
き
で
、
そ
の
中

で
も
み
か
ん
が
好
き
で
し
た
。

　
み
か
ん
が
好
き
だ
っ
た
の
で
、
大

学
に
入
っ
た
ら
、
み
か
ん
サ
ー
ク
ル

を
つ
く
り
た
い
な
と
思
い
、
ネ
ッ
ト

で
呼
び
掛
け
ま
し
た
。
み
か
ん
に
関

し
て
、
い
ろ
い
ろ
調
べ
て
い
た
ら
、

ど
う
や
ら
日
本
の
み
か
ん
の
消
費
量

が
7
割
減
と
い
う
事
実
に
気
づ
い

て
、
そ
こ
で
日
本
の
み
か
ん
の
消
費

量
を
増
や
す
と
い
う
の
を
理
念
に

大
々
的
に
掲
げ
た
ら
、
さ
ら
に
人
が

集
ま
っ
て
消
費
量
を
増
や
す
サ
ー
ク

ル
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
日
本
の
み
か
ん
の
消
費
量
を
増
や

す
ん
だ
と
い
う
と
き
に
、
話
題
を
巻

き
起
こ
す
活
動
で
あ
っ
た
り
、
メ
ン

バ
ー
自
身
が
楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ
、

そ
れ
を
発
信
す
る
活
動
で
あ
っ
た

り
、
そ
れ
で
全
て
の
産
地
を
応
援
す

る
と
い
う
。
例
え
ば
、
佐
賀
県
の
太

良
町
と
い
う
と
こ
ろ
と
連
携
し
て
、

太
良
町
の
み
か
ん
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

の
コ
ン
ペ
を
や
っ
た
り
だ
と
か
、
あ
と

は
学
園
祭
で
蛇
口
か
ら
み
か
ん

ジ
ュ
ー
ス
が
出
る
装
置
を
置
い
た
り

だ
と
か
、
J
T
B
さ
ん
と
連
携
し
て

小
田
原
で
み
か
ん
列
車
を
走
ら
せ
た

り
、
そ
う
い
う
企
画
を
動
か
す
活
動

で
す
ね
。
格
好
よ
く
い
う
と
、
み
か

ん
の
広
報
企
画
み
た
い
な
活
動
で

す
。
そ
れ
以
外
に
も
、
夏
合
宿
と
か

で
産
地
の
現
場
に
行
っ
て
摘
花
の
お

手
伝
い
を
し
た
り
、
そ
れ
以
外
に
も

個
々
人
が
お
手
伝
い
に
行
っ
た
り
し

ま
し
た
。

　
み
か
ん
に
ず
っ
と
関
わ
っ
て
い
き
た

い
と
い
う
思
い
と
、
自
分
が
今
後
、

み
か
ん
を
よ
り
極
め
て
い
く
団
体
と

い
う
か
、
法
人
格
と
し
て
会
社
を

持
っ
て
お
こ
う
み
た
い
な
形
で
2
0

1
6
年
5
月
に「
株
式
会
社
み
か
ん
」

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
株
式
会
社
み
か
ん
で
や
っ
て
い
た

の
は
、
日
本
み
か
ん
サ
ミ
ッ
ト
で
す
。

全
国
の
み
か
ん
産
地
を
回
る
う
ち

に
、
産
地
は
当
然
ラ
イ
バ
ル
関
係
が

あ
っ
て
し
か
る
べ
き
も
の
だ
と
思
う

の
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
だ
け
消
費

が
減
っ
て
い
る
し
、
生
産
面
も
高
齢

化
と
か
、人
手
不
足
と
か
あ
る
中
で
、

も
っ
と
連
携
協
調
で
き
る
こ
と
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

農
家
さ
ん
は
忙
し
い
か
ら
、
な
か
な

か
出
掛
け
て
い
け
な
く
て
、
そ
う
し

た
産
地
の
つ
な
ぎ
役
と
い
う
の
が
必

要
な
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
、

2
0
1
6
年
9
月
に
鹿
児
島
の
長

島
町
で
第
1
回
日
本
み
か
ん
サ
ミ
ッ

ト
を
開
き
ま
し
た
。

　
1
回
目
は
産
地
を
つ
な
ぐ
ん
だ
ぐ

ら
い
に
思
っ
て
い
た
の
で
す
け
れ
ど

も
、
2
回
目（
17
年
9
月
、
和
歌

山
県
湯
浅
町
）に
な
っ
て
、
よ
く
よ

く
考
え
て
み
る
と
結
構
研
究
者
も
い

み
か
ん
の
生
産
・
流
通
・
消
費
の
懸
け
橋
に

る
し
、
市
場
の
人
も
い
る
し
、
小
売

店
、
果
物
専
門
店
も
い
る
し
、
消

費
者
も
い
る
し
、
そ
う
い
う
産
業
と

し
て
の
構
造
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が一堂

に
会
す
る
場
と
し
て
2
回
目
を
や
り

ま
し
た
。
今
年
5
月
に
3
回
目
を

愛
媛
県
宇
和
島
で
開
く
予
定
で
し

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
で
、
8
月
末
に
延
期
し
オ
ン
ラ

イ
ン
で
行
い
ま
す
。

　
今
、「
サ
ー
ド
ウ
ェ
ー
ブ（
第
3
の

波
）み
か
ん
」み
た
い
な
概
念
を
提
唱

し
て
い
ま
す
。
柑
橘
は
す
ご
く
多
様

だ
と
思
っ
て
い
て
、
品
種
が
あ
り
、

産
地
が
あ
り
、
味
が
あ
る
の
に
、
そ

れ
が
全
然
伝
わ
っ
て
い
な
い
と
い
う
の

は
す
ご
く
も
っ
た
い
な
い
な
と
。

フ
ァ
ー
ス
ト
ウ
ェ
ー
ブ
が
柑
橘
栽
培

の
産
地
化（
J
A
の
産
地
化
）で
国

内
の
代
表
的
果
物
の
地
位
を
確
立

し
た
時
代
、
次
は
光
セ
ン
サ
ー
が
導

入
さ
れ
て
、
糖
度
と
い
う
軸
で
安
定

し
た
供
給
が
可
能
に
な
っ
た
時
代
。

次
は
糖
度
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
甘
い
、

酸
っ
ぱ
い
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
だ
ろ
う

し
、
品
種
だ
と
か
、
自
分
の
推
し
品

種
だ
と
か
、
推
し
農
家
さ
ん
と
か
、

推
し
産
地
だ
と
か
、
そ
う
い
う
多
様

な
軸
と
い
う
の
が
伝
わ
る
時
代
が
来

て
も
い
い
の
で
は
な
い
の
か
な
と
い
う

の
を
、「
サ
ー
ド
ウ
ェ
ー
ブ
み
か
ん
」

と
し
て
い
ま
す
。

　
柑
橘
の
多
様
性
を
伝
え
た
い
、
直

近
で
何
を
や
っ
て
い
く
か
。「
香
酸
柑

橘
サ
ミ
ッ
ト
」が
あ
る
な
と
思
っ
て
い

ま
す
。
香
酸
柑
橘
は
、
あ
ま
り
表

に
出
て
い
な
い
け
ど
、
味
が
違
う
し
、

例
え
ば
山
口
の「
長
門
ゆ
ず
き
ち
」

と
か
、
宮
崎
の「
へ
べ
す
」だ
と
か
、

あ
と
有
名
な
の
は「
す
だ
ち
」と
か

「
か
ぼ
す
」と
か
で
す
よ
ね
。
そ
れ
が

今
、
こ
れ
だ
け
レ
モ
ン
ブ
ー
ム
が
来
て

い
る
中
、
地
ビ
ー
ル
と
か
が
来
て
い

る
中
で
、
ち
ょ
っ
と
火
が
付
け
ば
い

く
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま

す
。
完
全
に
消
費
者
向
け
な
の
で
す

け
れ
ど
、
こ
れ
に
特
化
し
た
サ
ミ
ッ

ト
を
、
今
年
10
月
上
旬
に
計
画
し

て
い
ま
す
。

　
や
り
た
い
こ
と
は
い
ろ
い
ろ
あ
る

の
で
す
け
れ
ど
、
長
期
的
に
は
柑
橘

産
業
で
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
の
ゼ
ス
プ

リ
み
た
い
な
会
社
に
し
た
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。
産
地
と
い
う
の
は
、

僕
は
決
し
て
否
定
す
る
も
の
で
は
な

い
の
で
す
が
、
産
地
横
断
的
な
ブ
ラ

ン
ド
と
い
う
の
は
、
も
し
か
し
た
ら

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

て
、
み
か
ん
と
い
う
軸
で
、
全
国
の

産
地
共
通
で
ブ
ラ
ン
ド
、
全
国
の
い

ろ
ん
な
産
地
か
ら
出
荷
い
た
だ
い
て
、

そ
れ
を一
つ
の
ブ
ラ
ン
ド
に
ま
と
め
上

げ
る
み
た
い
な
こ
と
を
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
柑
橘
に
限
ら
ず
で
す
が
例
え
ば
、

香
酸
柑
橘
も
、「
か
ぼ
す
」「
す
だ
ち
」

の
違
い
が
あ
ま
り
分
か
っ
て
い
な
い
人

が
多
い
と
思
っ
て
い
て
。と
い
う
の
は
、

「
す
だ
ち
」は
徳
島
が
や
っ
て
、「
か
ぼ

す
」は
大
分
で
や
る
み
た
い
な
、
横

軸
が
な
か
っ
た
と
い
う
と
き
に
、
産

地
リ
レ
ー
を
し
た
ら
旬
の
物
が
出
せ

ま
す
し
、Ｊ
Ａ
さ
ん
と
一緒
に
統
一
的

な
基
準
を
作
っ
て
い
っ
て
、
全
国
の

こ
の
基
準
に
該
当
す
る
物
を
全
国
の

産
地
か
ら
リ
レ
ー
で
出
し
て
い
た
だ

く
み
た
い
な
の
は
、
あ
り
得
そ
う
だ

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
方
が
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

面
で
も
強
い
し
、
い
ろ
ん
な
物
を
、

旬
の
物
を
し
っ
か
り
出
せ
る
と
い
う

の
は
面
白
い
の
で
は
な
い
か
な
と
思
っ

て
、
そ
の
方
向
に
ち
ょ
っ
と
ひ
ね
り

た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

み
か
ん
に
人
生
を
捧
ぐ

さ
ん
㈱
み
か
ん
代
表
取
締
役

清
原
優
太

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　日本みかんサミットオンライン実行委員会
は8 月23 ～28日の6日間、「コロナ時代の
柑橘産業を考える」をテーマにオンラインで
パネルディスカッションを行います。
　オンラインサミットは午後 7 時から約1時
間30分。日替わりで①消費②産地③経営
④生産者⑤流通販売⑥人材確保―― の
テーマで、生産者・JA・団体、流通・加工・
販売など業界、研究者、消費者などがパネ
ルディスカッションを行います。

8月23～28日
「日本みかんサミットオンライン」

開催

き
よ
は
ら
・
ゆ
う
た
　
1
9
9
3
年
、
東
京

都
生
ま
れ
。
父
親
の
転
勤
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

米
国
で
暮
ら
す
。
東
京
大
学
経
済
学
部
在
学

中
の
2
0
1
4
年
１
月
に「
東
大
み
か
ん
愛
好

会
」を
立
ち
上
げ
、
減
少
し
て
い
る
み
か
ん
の
消

費
を
増
や
す
こ
と
を
理
念
に
活
動
を
始
め
る
。

16
年
5
月
に「
株
式
会
社
み
か
ん
」設
立
、
代

表
取
締
役
。

み
か
ん
大
好
き
人
間
が

サ
ー
ク
ル
、会
社
設
立

　
日
本
人
の
食
卓
に
欠
か
せ
な
い「
み
か
ん
」。み
か
ん
に
魅
せ
ら
れ
、「
株
式
会
社
み
か
ん
」を
起
業
し
、

「
日
本
み
か
ん
サ
ミ
ッ
ト
」も
主
催
す
る
清
原
優
太
さ
ん
に
、
会
社
の
こ
と
、
み
か
ん
サ
ミ
ッ
ト
の
こ
と
、

み
か
ん
へ
の
思
い
な
ど
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【
広
報
・
調
査
部
】

産
地
、流
通
、消
費
者
な
ど

多
く
の
人
を
結
ぶ
サ
ミ
ッ
ト

産
地
横
断
ブ
ラ
ン
ド
で

リ
レ
ー
出
荷
も
構
想
に か

ん
き
つ

視聴、参加申し込み、
問い合わせはこちら

JA
 Z

ennoh W
eekly
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休刊のお知らせ
8月24日号は休刊いたします。
次は8月31日号です。

JA全農提供FM番組（TOKYO FM／JFN38局）
毎週（月）～（金）6:30～6:35全国一斉生放送！
今朝の日本農業新聞の記事とJAの役員インタビューをお届けします！

ＪＡなんすん（静岡県）
　ＪＡなんすんと「ラブライブ!サンシャイン!!」がコラボ。
オリジナルデザインの急須とぬまづ茶をセットで発売し
ます。
　新茶時期にぬまづ茶とのコラボで大好評となった、「ラ
ブライブ!サンシャイン!!」のオリジナルデザインが今度は
急須となって登場。主人公の高海千歌ちゃんがぬまづ茶
の茶葉を手に、ゆったりとした時間が流れるような洗練さ
れた和のデザインとなっています。セットのぬまづ茶は、沼
津の豊かな自然に囲まれて育てられた香り高いお茶です。
急須で入れた緑茶本来の味わいをお楽しみください。

JA全農のインターネットショッピングモール

JAタウンはこちらから https://www.ja-town.com
お問い合わせは shop@ja-town1.com

ご注文は
こちらから

「ラブライブ！サンシャイン!!」
オリジナルデザイン急須＆
ぬまづ茶セット……5700円

キャンプ向け「Camp Rice for Solo Camper」を発売

直営店「匠味」シェフの料理レシピをYouTubeで配信

　岡山県本部の子会社「岡山パールライス株式会社」は7月
15日、キャンプ向けの新商品「Camp Rice for Solo Camper
（キャンプライス）」の販売を始めました。　　　【岡山県本部】

　岐阜県本部は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響で家庭内食の機会
が増えている状況を受け、家庭で飛騨牛をおいしく食べてもらおうと、直営レス
トラン・飛騨牛料理「匠味」のシェフが教える料理レシピをYouTubeで配信して
います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  【岐阜県本部】

　家庭内で調理する機会が増える一方、ステーキはうまく焼くのが難しいという
職員の意見をきっかけに企画。「飛騨牛サーロインを余すことなくおいしく食べて
ほしい」という思いで、「匠味」のシェフ協力のもと３つのレシピ動画を作成しました。
　１つ目はステーキの焼き方で、家庭でサーロインステーキをミディアムレアに焼く
新しい焼き方を提案しています。2つ目はソースの作り方。ステーキを焼いたフラ
イパンを使い、うま味を生かした和風ソースを紹介しています。最後にピラフの
作り方。サーロインステーキの脂部分を使った風味豊かなガーリックピラフを紹介
しています。ご覧いただき、ぜひご活用ください。

シ
ェ
フ
が
動
画
を
通
じ
て
家

庭
で
ミ
デ
ィ
ア
ム
レ
ア
に
焼
く

新
し
い
焼
き
方
を
提
案

はんごう

レシピ動画
ページはこちら

おうちでも飛騨牛を楽しもう

　「キャンプライス」は、近年のキャンプのトレンドに合わせて企
画した商品です。キャンプ人口は増加傾向にあり、1990年代
に次ぐキャンプブームが起きていると言っても過言ではありませ
ん。この第2次キャンプブームの特徴は、「ソロキャンパーの増
加」と「SNS映え」で、キャンプでの炊飯も昔ながらの「飯盒」か
ら、コンパクトでおしゃれな「クッカー」へと変わりつつあります。
　そこで、クッカーと相性が良く、SNS映えするキャンプ用商品
として開発しました。内容量は150gで、研ぎ汁で河川を汚すこ

とのない無洗米です。また、包装袋は、中のお米を取り出した
後、計量カップとして使うことができます。

便利で、おいしく、SNS映え
岡山パールライス㈱

１．商品名：「Camp Rice for Solo Camper（キャンプライス）」
２．容量：150g（約1合）
３．賞味期限：精米日より6カ月
４．販売店舗：アウトドア用品店、キャンプ場を中心に鋭意営業推進中
５．発売日：令和２年7月15日

商
品
概
要

販売が始まった
キャンプライス。
包装袋は計量
カップになる

※9月下旬以降順次発送の予約注文となります。

「ラブライブ！サンシャイン!!」オリジナルデザイン
・急須（容量 500cc）…1個
・ぬまづ茶  100g…１袋

「ラブライブ！サンシャイン!!」オリジナルデザイン ポストカード（非売品）…１枚

セット内容

購入特典

清
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㈱
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み
か
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の
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費
の
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け
橋
に（
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報
・
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部
）

スマートフォンを用いた土壌分析
ツールを開発
（営農・技術センター肥料研究室）

香港ＥＣサイト「ＪＡ ｓｈｏｐ ＨＫ」
日本産食材サポーター店認定（輸出対策部）

事業承継ブック部会版を発行
（耕種総合対策部）

お弁当レシピコンテスト 入賞作品を
発表（広報・調査部）

キャンプ向け「Camp Rice for Solo
Camper」を発売（岡山県本部）

直営店「匠味」シェフの料理レシピを
YouTubeで配信（岐阜県本部）

ＪＡタウンショップ紹介
　ＪＡなんすん（静岡県）

6-7面

Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/

4 

5
面

8

Web
限定

第４８回山梨県肉畜鶏卵共進会
（肉牛の部）を開催（山梨県本部）

全農の食の応援団「虹のコンキスタドール」
のYouTube番組「全農 presents届け！
ファンファーム」第３話放送！（広報・調査部）

2

3

ＪＡ全農 令和元年度事業報告の概要（４-５面）

ＪＡ全農 令和元年度事業報告の概要

2020 8.17vol.933

みかんへの思いを熱く語る清原優太さん（6-7面）

岐阜県本部の直営店「匠味」のシェフが料
理レシピをYouTubeで配信（８面）

香港

『ＪＡ全農ウィークリー』の
ツイッターはこちらから

（経営企画部）
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